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研究

主題

互いの気付きを学びに生かせる生徒の育成 

―「書くこと」指導における対話・共有の活動を通して―

第１学年１組国語科学習指導案 

指導月日 令和４年 10月 26 日 

 所属校名 栗原市立志波姫中学校 

 氏名   後藤 志保 

１ 単元名 「根拠を明確にして書こう『写真』の意見文」（東京書籍 新しい国語１） 

２ 単元の目標 

(1) 原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。

〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)ウ 

( 3 )  言 葉 が も つ 価 値 に 気 付 く と と も に ， 進 ん で 読 書 を し ， 我 が 国 の 言 語 文 化 を 大 切 に し て ， 思 い や 考 

えを伝え合おうとする。 「学びに向かう力，人間性」 

３ 取り上げる言語活動と教材 

言語活動 友達の意見文を読み，根拠が明確になっているかについて助言し合う。 

 （ 関 連 ： 〔 思 考 力 ， 判 断 力 ， 表 現 力 等 〕 Ｂ ( 2 )ア ） 

教材 「根拠を明確にして書こう『写真』の意見文」 

４ 単元観 

 本単元は，中学校学習指導要領国語科の第 1 学年の内容[思考力，判断力，表現力] Ｂ(1)ウ「根拠 

を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること」を重点指導事項として設定 

したものである。 

本単元では，「事実と考えを区別して述べる」という既習の学習事項を踏まえて，考えを述べる時に 

は根拠を明確にする必要性を学ぶものである。自分の考えや意見を述べる際に根拠を述べることの大切

さを理解するとともに，説得力のある根拠を考え，根拠を明確に示して，自分の考えが伝わるように工

夫しながら意見文を書く。そして，自分が書いた意見文が根拠が明確に表されているものなのか，その

根拠が説得力のあるものなのかどうかについても，振り返ることを通して「書く力」を育ませたい。 

また，根拠の大切さを学ぶことで，文章を読む際，根拠に着目して筆者の考えを理解するようにな 

ったり，話合いの場においても根拠を挙げて話し合うようになったりと，日常生活への広がりも期待で

きると考える。 

５ 生徒の実態[第１学年１組 28 名] 

４月実施の標準学力検査教研式ＮＲＴでは，「書くこと」における正答率は 55.0（全国正答率 61.6，

全国比 89）であった。その中でも「情報を選び構成を考えて書く」内容が 54.3（全国正答率 63.3，全

国比 86）と「書くこと」においては一番低く，情報の取捨選択，そして文章の構成を考えて書く力が育

っていないという結果になった。また，上位層とそうでない生徒群との隔たりが大きいことも明らかと

なり，個別の支援が必要な生徒への手立てを講じながら授業を組み立てていく必要性を強く感じた。 

４ 月 に 行 っ た 意 識 調 査 で は 6 7 . 8％ も の 生 徒 が 「 書 く こ と 」 を 苦 手 と し て い る こ と が 分 か っ た 。 ７ 月 

実 施 の 「 食 文 化 」 に つ い て の レ ポ ー ト を 書 く 授 業 で は ， 生 徒 一 人 一 人 が 自 分 で テ ー マ を 設 定 し ， そ れ 
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に基づき調査を行い，情報を整理しながらレポートにまとめたが。その活動を通して「書くことに前向

きになった」，「もっと書いてみたい」と感じた生徒が 88.9％もいた。今回，意見文を書くに当たり    

行った意識調査の結果は以下のとおりである。 

〔意識調査アンケート〕８月 24 日実施  (回答生徒数 28 名) 

１ 意見文を書くことが好き（もしくは得意）ですか。 

 好き  32.2％         嫌い  67.8％ 

２ 意見文を書く時に気を付けていること 

・自分の考えをしっかりと書くこと 

・自分の考えが読み手に伝わるように書くこと 

・読み手に意見が伝わるような問いかけや構成を意識すること 

・読みやすくまとめて書くこと 

・分かりやすく簡潔に書くこと 

・狭い範囲ではなく，広範囲に広げて考えること 

・自分と異なる意見の人にも納得してもらえるように書くこと 

・内容にずれがないかに気を付けること 

・相手が納得できるように書く 

３ どのような意見文が良い意見文だと思うか 

・否定しすぎずに意見が述べられているもの 

・まとまっていて分かりやすいもの 

・序論・本論・結論の構成がしっかりしているもの 

・意見とその理由が書いてあるもの 

・自分の考えを分かりやすく書いてあるもの 

・具体的な例が挙げられているもの 

レポートを書く授業を経て，「書く」ことに対して前向きに捉えるようになった生徒が多いものの，

「意見文」に関しては抵抗を感じている生徒が多くいることがうかがえる結果となった。しかし，苦手

と感じている生徒の中にも，どのような意見文が分かりやすいものか，どのように書いたらよいかにつ

いて理解している，あるいは意識している生徒もおり，意見文の書き方について順を追って学んでいく

ことにより，自信を持って表現しようとする姿が期待できると考える。 

  

６ 指導観 

 意識調査の結果から，「書くこと」を苦手と感じている生徒が多く，特に意見文に関してはその傾向が

強い。中学校に入学してから，まだ意見文を書く活動は行っていないが，学級活動などの話合い活動を

見る限り，意見を述べたり，根拠を示したりすることが習慣化されていない生徒が多くいるように感じ

られる。日常生活においても，意見を求められると答えに窮したり，考えはあるもののその根拠を挙げ

ることができなかったりする姿を多く見かけてきた。その都度，指導や助言をし，できなかった生徒が

できるようになってきているものの，意見文を書くとなると，更に身を固くしてしまうことが予想され

る。 

 そこで，本単元では，まず意見文を書くためのおおまかな手順を示すことによって，「意見文の書き方

が分からない」「どのように根拠を示したらよいか分からない」という生徒への手立てとしたい。また，

写真等の視覚的素材を用いることにより，興味を持って取り組み，思考を広げやすいと考えている。そ

の上で，他の生徒の意見文を読み，根拠がしっかり書かれているかどうかを考えることで，どのような

ものが意見文としてふさわしいのかに気付かせたい。そして，書いた意見文をみんなで読み合い，助言

し合うことを通して，自分の意見文が説得力のあるものであるかどうかについて考えさせ，判断させ，

意見文の「書き方」について主体的に学び取らせたいと考える。 

 



 令和４年度実践力向上研究（中学校 国語） 

－ ＧＳ 3 － 
 

７ 研究主題との関連 

研究主題である「互いの気付きを学びに生かせる生徒の育成―『書くこと』指導における対話・共有

の活動を通して―」に迫れるよう，以下の手立てを講じていきたい。 

 対話・共有の場を設定することで，多様な考えや友達の書いた文章の表現に触れ，そこから生まれた

気付きを基にして，見方を広げたり，深めたりしていくものと考える。以下の具体的な手立てを講じ，

互いの気付きが「書くこと」における学びにつながるよう支援していきたい。 

(1) 対話・共有の場の設定 

ここでは，書いた意見文を「根拠が明確に示されているか」「示されている根拠に説得力があるか」の

観点で互いに読み合い，助言し合う活動を行わせる。自分自身では読み手の視点に立って読むことが難

しく，意見文に挙げた根拠が適切であるか見極めるのが難しい生徒でも，他の生徒からの助言を受け，

自分の意見文の良い点や改善点に気付くことで，今後の自分の表現活動に生かし，意欲的・主体的に「書

く」活動に取り組めるだろうと考えている。また，助言を通しての気付きが理解を深めたり，思いや考

えを基に創造したりする深い学びにつながるよう支援をしていきたい。 

(2) ワークシートの工夫 

 読み合う観点を明示したワークシートを用いることで，助言するポイントを押さえさせる。それによ

り，どのように助言していくのかが明確になり，有効な助言が行えると考える。 

(3) 自分の作品を振り返る場の設定 

 友達からの助言を受け，どのように自分の意見文を手直ししていくかを考えさせる時間を設け，次時

の活動につなげさせる。「できなかった」ことが「できた」という自信を持たせ，これからの表現活動に

取り組ませたい。 

(4) 自分の考えを説明する場の設定 

 自分の作品をどのように振り返ったのか，より良いものにするためにどのように工夫したのかを友達

に説明する場を設けることで自分の考えを整理させ，分かりやすく説明するための方法を身に付けさせ

たい。 

 

８ 単元の指導と評価の計画 

(1）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

原因と結果，意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。 

（(2)ア） 

「書くこと」において，根拠を明

確にしながら，自分の考えが伝

わる文章になるように工夫して

いる。      （Ｂ(1)ウ） 

友達からの助言や自らの気付き

を生かして表現を工夫し，根拠

を明確にした意見文を書こうと

している。 

(2) 単元の全体計画 

時 主な学習活動 評価規準・評価方法 

１ 

 

○根拠を挙げて考えを述べることの重要性について理解する。 

・教材冒頭の問い掛けと目標を理解し，「学習の流れ」を見て見通し

を持つ。 

・学習目標を確認し，学習の流れをつかむ。 

・「学習の扉」を読み，登場人物のやり取りから，なぜ根拠を挙げて

考えを述べることが必要なのかを考える。 

・意見文とはどのようなものか，どういったことを意識して書くべき

かについて確認する。 

 

２・３ ○2 枚の写真のうち，「大粒の苺を傷めない新型容器を発見」の新聞記

事に入れるのはどちらが良いかを考える。 

[知識・技能] 

ワークシート 
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・新聞記事の内容の確認。 

・2 枚の写真の情報の確認。 

・それぞれの長所，短所を書き出す。 

・どちらの写真が良いか，自分の立場を決める。 

・それぞれの長所，短所から根拠として挙げるものを選ぶ。 

・それぞれの長所，

短所の書き出しと

その根拠の提示 

４ ○意見文を書く。 

・前時に選択した根拠を基に意見文を書く。 

[思考・判断・表現] 

意見文 

・観点を基にした助        

 言 

・助言を受けての気

付きや自分の意見

文の見直し 

５ 

本時 

 

 

○互いの意見文を読み合い，根拠の明確さや考えが伝わるような文章

になっているかについて助言し合う。 

・グループで意見文を読み合い，「根拠が示されているか」「示され

ている根拠に説得力はあるか」「伝えたいことが明確になっている

か」について助言し合う。 

・助言を基に自分の意見文の良い点，改善点について考え，自分の

考えが正確に伝わる文章になるよう工夫する。 

[思考・判断・表現] 

ワークシート 

観察・発言 

・観点を基にした助        

 言 

・助言を受けての気

付きや自分の意見

文の見直し 

６ ○前時の活動を受けて，自分の意見文を書き直す。書き直したもの

をみんなで読み合う。 

・友達からの助言を受け，自分の考えが伝わるよう工夫して自分の

意見文を書き直す。 

・助言を受けどのように書き直したのか，友達に分かりやすく説明

する。 

・書いたものをみんなで読み合い，どのように書き直されたか，根

拠が明確になっているか，伝えたいことが明確になっているかに

ついて確認する。 

[主体的に学習に取

り組む態度] 

意見文・観察 

・前時の活動を受け

て，表現を工夫し

ながら，明確な根

拠を示した意見文

を書こうとしてい

るかを確認する。 

 

９ 本時の計画  

(1) 目標 

 意見文を読み合い，根拠を明確にすることの大切さについて考え，自分の考えが伝わる文章になるよ

うに工夫することができる。  

(2) 本時の指導に当たって 

 本時では，前時までに書いた意見文をグループで読み合う。その活動を通して，根拠の明確さや伝え

たいことが明確になっているかについて助言し合い，自分ではなかなか気付きにくい自分の意見文の良

い点や改善点に気付き，どのように工夫したら自分の考えが伝わるような意見文になるのかを考えさせ

たい。 
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(3) 指導計画 

段 

階 

学習活動 

◆予想される生徒の反応 

形 

態 

指導上の留意点 評価 

導入 

(8) 

1 前時を振り返り，学習したこと

を想起する。 

2 本時の学習のねらいと見通しを 

確認する。 

 

 

 

 

 

一

斉 

・前時の内容を想起させ，本時の

見通しを持たせる。 

 

 

 

 

 

 

・意見文を読む上での観点を提示 

することで，生徒が的確に助言

できるようにさせる。 

 

 

 

 

展開 

(37) 

3 班ごとに，意見文を読み合う。 

◆根拠がしっかり示されていて

分かりやすい。 

◆こういう構成で書くとより説

得力がある。 

◆書き出しにいつも悩んでしま

うけど，みんなの書き出しは参

考になるな。 

◆考えと根拠が整理されてなく

て分かりにくいな。 

◆これは本当に長所なのかな。 

◆しっかりとした根拠があって

の考えなんだな。 

 

4 助言し合う。 

◆すごく参考になる書き方だっ

た。 

◆根拠がしっかりと書かれてい

て読みやすかった。 

◆長所と短所をもっと整理して

書いた方が分かりやすい。 

◆根拠が多い方が説得力があっ

て分かりやすい。 

 

5 助言を基に自分の意見文を見

直す。 

◆しっかりと根拠を考えてから

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

 

・読む観点を示したワークシート

にメモを取らせながら読ませ

る。助言の助けとなるメモ程度

にとどまらせる。  

・時間配分を考えて，活動させる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・メモを基に助言させる。 

・活動が滞っている班には適宜声

掛けをし，活動を促す。 

・助言することを通して，根拠を

示すことの大切さについて改め

て考えさせる。 

 

 

 

・助言を受け，良い点や改善点に

ついて考えさせる。自分の考え

が伝わる文章になるよう工夫さ

 

                            

[思・判・表] 

意見文を読み合

い，根拠の明確さ

について考え，自

分の良い点や改

善点を見いだす

ことができる。 

（発言・ワークシ

ート） 

 

 

意見文を読み合い，根拠が示されているか，伝えたいことが明確になっているかにつ

いて助言し合うことを通して，自分の意見文の改善点や良い点について考えよう。 

[読む観点] 
・伝えたいことが明確になっているか。 
・根拠が明確に示されているか。 
・示されている根拠に説得力はあるか。 
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意見文を書いたので上手に書

けていた。 

◆友達の意見文を参考にして書

いてみようと思った。 

◆根拠が弱かったので，次に書く

時は気を付けたい。 

◆文章の構成にも気を付けて書

くことが必要だと分かった。 

◆自分の意見と根拠が整理され

ていなかったので，これから気

を付けていきたい。 

 せる。 

・友達の意見文を参考にして，意

見文を書く時に大切にすること

をまとめさせる。 

終末

(5) 

6 本時の学習を振り返り，次時の

活動につなげる。 

一

斉 

・本時のねらいを受けて，自己評

価シートに記入させる。 

・次時の予告をし，学習に取り組

む心構えを持たせる。 

 

(4) 本時の評価 

評価の観点 評価規準 十分満足できる(A) 努力を要する（C） 

生徒の手立て 

思考・判断・表現 

【書くこと】 

 

 

 

互いの助言を踏まえ

て，根拠を明確にし，自

分の考えが伝わる文章

になるように工夫して

いる。  

意見文を読み，根拠の

明確さについて助言し

合う活動を通して，自

分の意見文の良い点や

改善点に気付き，どの

ように手直ししていく

が具体的に考えてい

る。 

個別に読み合うポイン

トについて分かりやす

く説明する。他の生徒

の意見を聞き，自分で

は思い付かなかった点

をメモしたり，参考に

したりするよう声掛け

をする。 

(5) 準備物 

①教師 教科書，ワークシート(別紙１，２) 

②生徒 教科書，意見文 

(6) 板書計画 

 

目
標 

       

「
大
粒
の
い
ち
ご
を
傷
め
な
い
新
型
容
器
を

開
発
」
の
記
事
に
ふ
さ
わ
し
い
写
真
は
ど
ち

ら
か
？ 

 

○
意
見
文
を
読
み
合
う
際
の
観
点 

・
伝
え
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る 

か
。 

・
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。 

・
示
さ
れ
て
い
る
根
拠
に
説
得
力
は
あ
る 

か
。 

 
 

 
 

         

意
見
文
を
読
み
合
い
，
根
拠
が
示
さ

れ
て
い
る
か
，
伝
え
た
い
こ
と
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
か
助
言
し
合
う
こ
と
を

通
し
て
，
自
分
の
意
見
文
の
良
い
点
や

改
善
点
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。 



別
紙
１ 

国
語
科
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
「
根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う
『
写
真
』
の
意
見
文
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

番
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

    

◎
観
点
ご
と
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
意
見
文
を
読
み
合
お
う
。 

                                

友達の名前（        ） 友達の名前（       ） 友達の名前（       ）  

      ○
伝
え
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

か
。 

      ○
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。 

○
示
さ
れ
て
い
る
根
拠
に
説
得
力
が

あ
る
か
。 

      ○
参
考
に
な
っ
た
点
。 

○
さ
ら
に
良
い
意
見
文
に
す
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス 

今
日
の
目
標 

 



【
グ
ル
ー
プ
で
助
言
し
合
お
う
】 

 
◎
友
達
か
ら
の
助
言
を
観
点
ご
と
に
メ
モ
し
よ
う
。 

               

◎
友
達
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
、
自
分
の
意
見
文
を
見
直
そ
う
。 

さ
ら
に
良
い
意
見
文
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
書
き
直
す
か
。 

自
分
の
意
見
文
の
良
い
点
に
気
付
け
た
人
は
そ
の
こ
と
も
書
こ
う
。 

             

◎
今
日
の
活
動
を
振
り
返
ろ
う
。 

 

意
見
文
を
読
み
合
い
、
自
分
の
意
見
文
の
改
善
点
や
良
い
点
に
気
付
く
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
。 

 

友
達
の
意
見
文
を
読
み
、
助
言
し
合
う
活
動
を
通
し
て
意
見
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

      

【
伝
え
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
い
る
か
】 

        

【
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
】 

【
示
さ
れ
た
根
拠
に
説
得
力
は
あ
る

か
】 

         

【
参
考
に
な
っ
た
点
】 

【
さ
ら
に
良
い
意
見
文
に
す
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
】 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 



年
国
語
科
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

「
振
り
返
り
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

一
年 

 

組
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 

○
友
達
か
ら
の
助
言
や
参
考
に
な
る
友
達
の
意
見
文
を
基
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
意
見
文
を
書
き
直
し
た
か
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

        

○
友
達
の
意
見
文
を
読
ん
だ
り
、
助
言
し
合
っ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
意
見
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
気
付
い
た 

こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

        

○
「
食
文
化
レ
ポ
ー
ト
」
や
「
意
見
文
」
の
学
習
に
お
い
て
、
お
互
い
に
作
品
を
読
み
合
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
と
い
う
授
業

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
自
由
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

        

○
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」「
意
見
文
の
書
き
方
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

授
業
を
受
け
る
前
と
受
け
た
後
で
は
「
書
く
」
こ
と
に
関
し
て
の
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。 

変
わ
っ
た
・
変
わ
ら
な
い
（
変
わ
っ
た
人
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

変
わ
っ
て
い
な
い
人
は
な
ぜ
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。） 


